
岡山県地域課題解決支援プロジェクト

姫新線を活用した観光振興

令和６年２月２０日



地域課題解決支援プロジェクトについて

地域課題解決支援プロジェクトの概要

 人口減少が加速し、専門性や広域的な対応が求められる行政課題が増加する中、
市町村では、人的資源、専門性、情報力などの制約から、具体的な解決策の検討
が困難なケースが想定される。

 市町村単独では対応が困難な課題の解決に向けて、県と市町村が連携し、

専門家等の助言も取り入れながら、具体的な解決策と事業化モデルを開発する。

 取り組むテーマについては、市町村から募集し、県が選定。

 １テーマの事業期間は２年とし、以降は市町村の自走的取組みを支援。

 テーマごとに県と市町村とで協議会を設置し、民間コーディネーターを活用。

 今年度開始した２テーマを含め、平成２９年度から計１５テーマを実施。
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「姫新線を活用した観光振興」協議会概要
 テーマ提案：新見市

 目的：姫新線を観光の側面から利用促進し、人を呼び込むツールとして活用する等

地域の活性化とにぎわい創出を図る施策を検討する。

 参加市町村

・津山市 ・新見市 ・真庭市 ・美作市 ・新庄村 ・勝央町

 オブザーバー

・観光課 ・県民生活交通課

・各県民局地域づくり推進課 ・JR西日本岡山支社

 コーディネーター

㈱日本旅行岡山支社
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令和４年度の取組み

計７回の協議会と２回の相互視察を実施

〇地域課題解決に向けた手法の整理・検討

〇先進事例や参考事例の収集

〇令和５年度事業実施計画作成

3



第１～４回協議会
 第１回協議会（R4.5.10）

・事業の理解・認識の共有、全体スケジュールの確認

・各市町村の状況整理

 第２回協議会（R4.6.22）

・コーディネーターから他地域事例の紹介

 第３回協議会（R4.7.22）

・姫新線沿線自治体が持つ共通軸・共通テーマの考察

 第４回協議会（R4.8.30）

・共通テーマ等を用いてマーケティング視点による戦略設計の

ワークショップを行い、相互視察のポイントを整理

第２回協議会の様子
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参加市町村相互視察①
第１回相互視察（R4.10.12／津山市・新見市・美作市）

 津山市：多胡本家酒造場視察

 新見市：新見御殿町散策、新見美術館視察、焼肉レストラン千屋牛【昼食】

 美作市：海田地区の茶畑及び小林芳香園視察

 津山駅～林野駅で姫新線を利用

多胡本家酒造場視察 新見御殿町散策 小林芳香園視察 5



参加市町村相互視察②
第２回相互視察（R4.10.19／真庭市・新庄村・勝央町）

 真庭市：御前酒蔵元 辻本店視察、西蔵【昼食】、勝山町並み保存地区散策

 新庄村：森林セラピーウォーク視察

 勝央町：おかやまファーマーズ・マーケットノースヴィレッジ視察

 中国勝山駅～西勝間田駅及び勝間田駅～中国勝山駅で姫新線を利用

西蔵での昼食 森林セラピーウォーク視察 ファーマーズマーケット視察
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第５～７回協議会
 第５回協議会（R4.11.18）

・視察を踏まえた事業検討、観光列車SAKU美SAKU楽で行く

「姫新線貸切列車の旅」シリーズ化の提案

 第６回協議会（R5.1.18）

・各市町村からツアープラン・開発商品の提案

 第７回協議会（R5.2.21）

・各市町村から出されたプランの具体化

・令和５年度事業計画案の策定

観光列車SAKU美SAKU楽
7



姫新線を活用した観光振興

利用者数の減少等により、ローカル路線、特に県北の路線を取り巻く状況は深刻化
している。しかし、ローカル路線は、地域交通としての役割を担っており、路線の
必要性を高め、維持していく必要がある。このため、沿線地域が連携することで、
観光の側面から利用促進を図り、姫新線を人を呼び込むツールとして活用する等地
域の活性化とにぎわい創出を図る施策を検討する。

乗客減少

運行減少
地域衰退

・乗客減少
・ＩＣＯＣＡ未対応
・駅の老朽化
・二次交通が不十分
・ダイヤ減少
→負のスパイラル

姫新線の知名度向上
周辺観光資源の活用

利用者増加
二次交通の活性化

利便性向上
人の流れ
地域活性化
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令和５年度の取組み

〇プロモーション

・ＪＲ大阪駅アトリウム広場でのプロモーション

・Tis大阪支店での店頭プロモーション

〇モデルツアーの実施

・計１０回のモデルツアー

〇特産品の開発

・特製弁当「森の宝箱」の開発

・Discover West mall＆ギフトカタログの作成
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特製弁当「森の宝箱」の開発①
 開発経緯

・沿線自治体の共通軸・共通テーマのひとつ 「美味しい物」

・参加市町村内相互視察の結果、議論を経て…

姫新線沿線特産品コラボ弁当：SAKU美SAKU楽ランチBOX（当時仮称）の開発決定 !

・令和5年度第1回協議会にて試食を実施→6市町村の食材をふんだんに使用し、彩も鮮やかで高評価！

・アンケート結果より「岡山県北 森の宝箱」と命名
共通軸/テーマ 津山市 新見市 真庭市 美作市 新庄村 勝央町

ゆるキャラ
津山太助・えこ

姫・
ごんちゃん

にーみん まにぞう
みまちゃん
むさっち

もちむぎくん
ひめっ子 きんとくん

お酒
地酒・ビール・

焼酎

多胡本家酒造
→地酒、地ビー

ル、焼酎
難波酒造

ワイン
三光正宗

御前酒
武蔵の里
美作白美人

こしひかりと麦
の

クラフトビー
ル

※美作ビアワー
クス（真庭市）

と連携

黒豆焼酎
※多胡酒造製
造（津山市）

美味しいもの

津山ロール
美味し国のマリ

アージュ
ジャンボピーマ

ン
津山しょうが

千屋牛
キャビア
ピオーネ
紅茶

銀しぶき
落合羊羹

ひるぜん焼きそ
ば

蒜山ジャージー
牛乳
富原茶

お茶
お味噌
いちご
黒々茶

日本酒に合う茶
菓子

新庄ブレンド茶
スイートコーン

ニューピオー
ネ
白桃
黒大豆
栗

それらを使っ
たスイーツ

第１回協議会の様子６市町村共通軸・共通テーマ一覧表抜粋 10



特製弁当「森の宝箱」の開発②

↑森の宝箱 熨斗（のし）

↓お茶

↑森の宝箱 11



特製弁当「森の宝箱」の開発③

●津山生姜の炊き込みご飯(と6市の野菜や食材で炊き込みご飯 ●平飼い卵(美作)とバターナッツかぼちゃ(勝央町)のオムレツ

●新見千屋のお肉でローストビーフ（新見） ●岡山森林鶏と牛蒡(津山)のバロティーヌ 大根(真庭)のトマト煮(新庄村トマト水煮)

●そずり（津山）と黒豆（勝央町、美作）コロッケ ●虹鱒(津山)味噌焼き

●ひめのもち粉(新庄村)とあんこ(美作)のフィナンシェ ●お茶(津山市) 

お品書き

お品書き 裏面
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JR大阪駅アトリウム広場でのプロモーション
 開催概要(R5.7.1（土）)

・ JR大阪駅「アトリウム広場」にて

※「アトリウム広場」休日の移動者数：約31.9万人

（H31.12月実施、JR大阪駅流動調査より）

 開催目的

・ 県北６市町村が一体となってプロモーションを行い、認知度

向上及び誘客拡大を図る。

 開催内容

・ 沿線6市町村の観光PRブースを設置

・ ステージイベントにて、ゆるキャラ出演による各市町村のPR

・ 工夫を凝らしたクイズ大会やじゃんけん大会などの

ステージイベントの実施と特産品の贈呈
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Tis大阪支店での店頭プロモーション
 開催概要（R5.6.1～R5.7.9）

・ JR大阪駅構内にあるTis大阪支店にて

実施

 開催目的

・ 県北６市町村が一体となってプロモー

ションを行い、認知度向上及び

誘客拡大を図る。

 開催内容

・ 姫新線沿線6市町村の観光パンフ設置

・ Tis大阪支店職員手作りのSAKUSAKU楽

が走る姫新線路線マップと6市町村の

紹介 14



モデルツアーの実施

 モデルツアー

・テーマ性をもたせた計１０回のモデルツアー

・参加者にはアンケートを実施

 アンケート項目

・問１：性別、年齢、居住地、参加理由、

・問２：県北６市町村の認知度・イメージ、行ったことのある観光地、

行ってみたい観光地、森の芸術祭への参加意向

・問３：ツアーの満足度（満足、まあまあ満足、普通、やや不満、不満）

・問４：県北６市町村へのツアーについて、いくらであれば参加を検討するか

・問５：JR姫新線の認知度、利用歴、観光への活用意向

・問６：ツアーについて意見、感想
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第１回ツアー① ターゲット：中高年層

SAKU美SAKU楽運行開始一周年記念 岡山一周号

ツアー概要

【料金】：新大阪駅発着18,000円、岡山駅発着12,000円

【参加人数】：27名（募集人数：30名）

【行先・体験内容等】

・新見市：新見駅お出迎え・お見送り

A級食材試飲・試食etc

・真庭市：中国勝山駅にて勝山千代萬歳豊稔踊り

勝山町並み保存地区散策

辻麻衣子氏による日本酒講座etc

【昼食】：特製弁当「森の宝箱」

【その他】：記念乗車証プレゼント
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第１回ツアー②
 ツアー参加者内訳

 ツアーの様子

男性 女性 未回答

13名 13名 1名

19歳以下 20代 30代 40代 50代 60代 70代 80代以上

‐ 1名 ‐ 1名 2名 5名 12名 6名

岡山県 広島県 大阪府 兵庫県 奈良県 滋賀県 神奈川県

5名 4名 8名 7名 1名 1名 1名

新見駅でのお出迎え 新見A級食材の試食・試飲
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第１回ツアー③

アンケート結果分析

・ 60歳代以上の活発なシニア層が参加者の80％以上を占めた

・ 半数以上のお客様が関西からお越しに

・ 良かった点：立ち寄り地でのお出迎え・おもてなしに感動や感謝、

地元の熱意や地域の魅力を感じた

・ 残念だった点：炎天下のまち歩きが辛かった、車内が退屈だった

・ 岡山県北への日帰りツアーは20,000円超で検討対象外になってくるということがわかった

 モデルツアーを行った所感

・ 都会のお客様は田舎に癒しを求めて来ていること

・ 特別な演出も大事ですが、おもてなしの気持ちが伝われば、お客様には喜んでいただける

・ 学生の皆さんの活動を旅程に組み込んでも面白いかも…
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第２回ツアー① ターゲット：ファミリー層

家族で楽しむ姫新線沿線の旅

ツアー概要

【料金】：新大阪駅発着17,000円、岡山駅発着8,000円

【参加人数】：31名（募集人数：30名）

【昼食】：特製弁当「森の宝箱」

【車内イベント】

・SAKU美SAKU楽車内にて、おかだ美保さんのスケッチ教室

・ビンゴ大会（景品：勝央町のピオーネ）

【行先、体験内容等】

・津山市：津山まなびの鉄道館

・勝央町：おかやまファーマーズ・マーケットノースヴィレッジ

ブルーベリー狩り、パフェづくり体験

・きんとくんステッカー配布

きんとくんステッカー 19



第２回ツアー②
 ツアー参加者内訳

 ツアーの様子

男性 女性 未回答

９名 19名 ３名

19歳以下 20代 30代 40代 50代 60代 70代 80代以上 未回答

４名 ３名 ２名 ６名 ５名 ６名 ２名 ‐ ３名

岡山県 大阪府 兵庫県 京都府 東京都 埼玉県 愛知県 未回答

14名 ４名 ２名 ４名 ２名 １名 １名 ３名

SAKU美SAKU楽車内での
スケッチ教室

ブルーベリー収穫体験 ブルーベリーを使った
パフェ作り体験 20



第２回ツアー③

★
★

【参加理由】

①SAKU美SAKU楽に乗りたい！

②企画内容に興味

・おかだ美保さんスケッチ教室

・ ブルーベリー収穫、パフェ作り体験

★ ★ ★

【ツアー満足度】※参加理由と一致

①SAKU美SAKU楽（森の宝箱）

②おかだ美保さんスケッチ教室
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第２回ツアー④

 アンケート結果分析

・参加者は、夏休み期間の開催であったこともあり、 40～60代・19歳以下のファミリー層

を多く集めることができた。半数が県内在住者で、東京や関西圏からの参加もあった。

・ツアー満足度についても、「SAKU美SAKU楽」、「森の宝箱」、

「おかだ美保さんスケッチ教室」という回答が参加理由の同回答数を上回ったことから、

期待以上の満足度を提供できるコンテンツであることがわかった。

・「きんとくん」のステッカー配布では、特に子どもたちからの人気が非常に高く、

キャラクター活用は効果的と思われる。

・今後ツアー参加を検討する際の金額については、「15,000円以下」では、

「参加したい」という回答が半数以上あった。

・ファミリー層の参加者には単価を気にするお客様が多く、ツアー造成よりも、

各コンテンツごとに車やJRで訪問してもらうための情報発信が好まれると考えられる。
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第２回ツアー⑤

 モデルツアーを行った所感

・勝央町においては、アンケート結果からも、他市町村と比べて
認知度が低く、単独で旅行先に選ばれることは難しい。

・「きんとくん」は、子どもから大人まで幅広い層に好評であり、
勝央町を知るきっかけとして有効であることを再認識することが
できた。また、新見市・真庭市（勝山）のおもてなしが好評で
あったことも学びとなった。

・「森の芸術祭」のアート拠点（津山市城東地区等）、既存の観
光拠点（美作市湯郷温泉等）からの周遊先に選ばれるように、

美作国観光連盟で周辺地域と連携しながらＰＲに取り組みたい。
また、「きんとくん」によるＰＲを強化し、勝央の認知度向上に
努めたい。
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第３回ツアー① ターゲット：中高年層・ファミリー層

姫新線沿線の歴史と文化を楽しむ旅
ツアー概要

・料金

新大阪駅発着39,000円（岡山駅発着33,000円）

・参加人数

１８名（募集人数：２０名）

・行先、体験内容等

① 城東地区（津山市） 、勝山地区（真庭市）の歴史的な町並みの散策

② 日本酒等の試飲、草木染体験等

・昼食

１日目：THE HILLS HOUSE TSUYAMA（津山市）、２日目：西蔵（真庭市）

・宿泊場所

ザ・シロヤマテラス津山別邸

・お出迎え、おもてなし

津山駅開業１００周年記念セレモニー 等 24



第３回ツアー②
 ツアー参加者内訳

 ツアーの様子

男性 女性 未回答

７名 ６名 ５名

19歳以下 20代 30代 40代 50代 60代 70代 80代以上 未回答

１名 １名 ‐ ３名 ５名 ２名 ２名 ‐ ４名

岡山県 広島県 大阪府 兵庫県 愛知県 愛媛県 未回答

３名 ３名 ３名 ２名 １名 ２名 ４名

城東地区散策 THE HILLS HOUSE TSUYAMA【昼食】 津山駅でのお見送り
25



第３回ツアー③
 アンケート結果分析

・宿泊ツアーの場合は、より企画内容を重視する傾向がある

→ 日帰りツアーの場合は、５割が企画内容に惹かれて参加しているのに対し、

宿泊ツアーの場合は、９割以上が企画内容に惹かれて参加している。

・岡山県外の中高年層（４０代以上）の割合が最も高い

→ ツアー造成を行う場合、ファミリー層よりは、岡山県外の中高年層をターゲットにするのが、

最も適している。

 モデルツアーを行った所感

・地産の食材を使用した食事について、関心が高い。

・ツアーの場合、ガイド案内の需要が特に高い。

・お出迎えについて、満足度は高いが、継続的に対応していくことに難あり。
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第４回ツアー① ターゲット：中高年層

「森の案内人」と歩く森林セラピーウォーク日帰り旅

ツアー概要

【料金】：新大阪駅発着 18,000円、岡山駅発着 12,000円

【参加人数】：28名（募集人数：30名）

【行先】〇新庄村

「ゆりかごの小径」森林セラピーウォーク

道の駅がいせん桜新庄宿：新庄村伝統餅つき見学

〇新見市

新見美術館で企画展の鑑賞

新見駅で駅長による特急「やくも」講座

【昼食】：特製弁当「森の宝箱」
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第４回ツアー②
 ツアー参加者内訳

 ツアーの様子

男性 女性 未回答

７名 21名 ‐

19歳以下 20代 30代 40代 50代 60代 70代 80代以上

- １名 １名 - １名 ２名 15名 ８名

岡山県 広島県 大阪府 兵庫県 京都府 奈良県 滋賀県 未回答

４名 ５名 ４名 ９名 ２名 １名 １名 ２名

森林セラピーウォーク 道の駅にて餅つき見学 新見美術館企画展鑑賞
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第４回ツアー③

 アンケート結果分析

・岡山県北６市町村、姫新線の認知度は比較的高い。

・お弁当「森の宝箱」、SAKU美SAKU楽、各企画も評価が高かった。

・参加したいと思う価格帯は20,000円以下の回答が最多。

・観光列車を活用したJR利用と、県北ならではの風景・食事を組み合わせた

特別なコンテンツで姫新線の利用促進と観光振興に相乗効果。

・同程度・同価格のツアー継続は難しいことが予想されるため、価格を上げても

満足度を維持できる魅力開発と効果的な情報発信が必要。

 モデルツアーを行った所感

・観光列車による姫新線の利用促進と地域の魅力発信の相乗効果を実感。

・その土地ならではの特別な体験をすることで地域の印象を強く残せる。
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第５回ツアー① ターゲット：ファミリー層

サイクリング＆地産地消グルメを楽しみながらSDGsを学ぶ旅

ツアー概要

【料金】：新大阪駅17,000円、岡山駅：8,000円

【参加人数】：８名（募集人数：15名）

【行先】：ノースヴィレッジ（勝央町）

旧遷喬小学校（真庭市）等

【昼食】

地産地消グルメ（真庭あぐりガーデン）

【車内イベント】

真庭市SDGs取組紹介
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第５回ツアー②
 ツアー参加者内訳

 ツアーの様子

男性 女性 未回答

４名 ４名 ‐

19歳以下 20代 30代 40代 50代 60代 70代 80代以上

‐ ‐ １名 １名 ２名 ４名 ‐ ‐

岡山県 大阪府 徳島県

６名 １名 １名

サイクリング 液肥スタンドにてSDGsの取組み紹介真庭あぐりガーデン【昼食】
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第５回ツアー③

 アンケート結果分析

参加理由としては「サイクリングをしてみたかった」が８名中７名であり、サイクリ

ングと列車ツアーの親和性が高いことが分かった。自由記述でも「観光列車到着後の移
動手段としてサイクリングを組み合わせるのは非常に良い方法だと思います。地域の魅
力をもっと知りたいと思っていますので、このような企画を期待しています。」とあり、
特にサイクリングとあぐりガーデンの昼食の満足度が高かった。

 モデルツアーを行った所感

観光列車×サイクリングについて想定以上に満足度が高かった。安全に催行できる人
数設定という課題があるが、サイクリングで移動することで普段スポットが当たりにく
い地域の観光資源を活かすことができると感じた。手ぶらで列車出発し、観光地をサイ
クリングしたいという需要はあると思う。SDGsもテーマとなり親子参加がなかったと思
うが、切り分けてファミリー層を対象としても良いかと感じた。
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第７回ツアー① ターゲット：中高年層

老舗茶舗でオリジナル玄米茶作りと津山城・鶴山公園紅葉狩り日帰り旅

ツアー概要

【料金】：新大阪駅発着：18,000円

岡山駅発着：12,000円

【参加人数】：26名（募集人数：30名）

【行先、体験内容】

・津山市：津山城・鶴山公園（ガイド案内による紅葉狩り）

・美作市：小林芳香園

（お茶の飲み比べとオリジナル玄米茶作り体験）

【昼食】：特製弁当「森の宝箱」（SAKU美SAKU楽内）
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第７回ツアー②
 ツアー参加者内訳

 ツアーの様子

男性 女性 未回答

5名 20名 1名

19歳以下 20代 30代 40代 50代 60代 70代 80代以上 未回答

‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 6名 17名 2名 １名

広島県 大阪府 兵庫県 奈良県 滋賀県 和歌山県 福井県 未回答

1名 10名 4名 3名 4名 1名 2名 １名

津山城・鶴山公園 小林芳香園 SAKU美SAKU楽内【昼食】
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第７回ツアー③

 アンケート結果分析

・参加者は、女性が8割で60代以上（70代が約7割）であった。ま
た、関西圏が約9割と大多数であった。

・参加理由は、「SAKU美SAKU楽に乗ってみたかったから」が7割
以上であり、やはり、特別感のある観光列車の人気が分かる。

・岡山県北6市町村について、「知らない」との回答が多数であり、
認知度はまだまだ低いが、ツアーの満足度は「満足した」・「まあ
まあ満足」の回答が大多数であり、満足度は高く再訪が期待できる。

 モデルツアーを行った所感

・岡山県北の認知度はまだまだ低いが、ツアーの満足度は高く、再
訪が期待できるものとなった。よって、改めて観光資源の磨き上げ
やPRの方法が重要であると感じた。
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Discover West mall①

２月１日（木）から姫新線沿線地域のセットが2種類販売開始

 JR西日本協力のもと持続的に特産品を販売できる

販路拡大・確保を実施。

 岡山県北6市町村の特産品をピックアップし、

「スイーツとアロマ」、「グルメ」の

2テーマでセット商品として新たに開発販売。

 ジェラート醍醐桜の協力のもと、

県北6市町村のフレーバージェラート

が販売開始。

※２月18日（日）現在

セットを含め15個注文あり

検索方法：地域から探す→せとうちエリア→岡山県
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Discover West mall②

岡山県北6市町村特集ページで更に認知度UP

 2月13日（火）から本事業における特集ページ

の掲載が開始。本事業で作成したロゴをベース

に、岡山県北地域の魅力を紹介し、おすすめの

商品やセット商品を掲載・販売を実施。

検索方法：特集から探す
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ギフトカタログ

Discover West mall に繋ぐ紹介資料として作成

 6市町村の商品販路はDiscover West mallに掲載し、

紙媒体の紹介資料として、ギフトカタログを作成。

 6市町村の魅力を記載したページと商品紹介ページ

を組み合わせ、QRコードからDiscover West mallに

遷移頂けます。
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モデルツアー総括

 参加人数：222名／募集人数：265名（参加率83.8％）

 アンケート回収率：210名／参加人数：222名（回収率94.6％）

 年代別では70代の参加が最多（全体の約26％）

 性別では女性の参加が全体の約３分の２（65.7％）

 居住地別では岡山県の方が37.1％、関西地方の方が45.7％

 全体のツアー満足度は87.6％

 １万円代であれば、県北６市町村への日帰りツアーの参加の期待大

 姫新線の認知度（63.2％）もあり、観光での活用も期待（姫新線活用

検討率87.8％）
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来年度以降の方向性・自走的取組み

 森の芸術祭を念頭に置いた観光コンテンツの整備や磨き上げ、ツアー実施のPR

・森の芸術祭に向けた旅行会社へのツアー造成の働きかけ

・森の芸術祭事務局の各種事業への申請

 実証ツアーのアンケート結果を踏まえたおもてなしの磨き上げ、PRの継続・強化

・観光協会、観光局等へのアンケート結果の共有

・森の芸術祭事務局の助成金等を活用したおもてなしの継続・充実

・駅等でのおもてなしの見える化（コンテンツタリフ化）

 協議会でのノウハウを活かした近隣市町村との連携事業の展開

・近隣市町村や市町村内を周遊するツアーの実施

 各市町村でのイベント等における特製弁当「森の宝箱」の活用

・ツアー時等に活用いただけるよう関係機関、関連事業者、ツアー会社に働きかけやPR

・森の芸術祭関連イベント、周遊ツアーでの活用
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コンテンツタリフ化イメージ

コンテンツタリフ化イメージ
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